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１．概要（Summary） 

強相関電子系と呼ばれる電荷・スピン・軌道等の各自

由度が強く顕在化した系では様々な電子相が出現する。   

物性の巨大応答を誘起する外場としては磁場、電場の

他に電流も有効である。電流印加は最も身近に非平衡状

態を実現することのできる手法であり、強相関電子系とい

った多自由度を持つ絶縁体では小さな電流で電流効果

が期待できる。本研究では、微細素子における試料温度

を正確に見積もることで、電流によるジュール熱の寄与を

評価することを目指した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・多元DC/RFスパッタ装置、超高精細電子ビームリソグラ

フィー装置、RF スパッタ成膜装置、EB 蒸着装置、マスク

アライナー、LED描画システム 

【実験方法】 

素子作製に向けて、フォトリソグラフィー用マスク、基板

への電極の作製を行った。多元DC/RFスパッタ装置を用

いてガラス基板上に Cr 薄膜を成膜後、LED 描画システ

ムで作製した電極パターン部分のエッチングを行い、フォ

トリソグラフィー用のマスクを作製した（Fig. 1）。また、作製

したフォトリソグラフィー用のマスクを利用し、マスクアライ

ナーで電極パターンを露光し、多元スパッタ装置を用い

て電極を作製した。超高精細電子ビームリソグラフィー装

置では、微細パターンを描画し、RF スパッタ成膜装置と

EB蒸着装置を用いて薄膜温度計の作製を行った。 

Fig. 1 A picture of photomask   

for electrodes’ fabrication. 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

LED 描画システムでは大面積を一度に露光し、パター

ンの作製が可能であるが、微細な電極パターンを作製す

るためのレジスト、露光条件を最適化するためには、試行

錯誤が必要であった。また、マスクアライナーを用いて基

板上に作製した Au/Ti 電極には、バリ等があり歩留まりも

良くなかったため、今後は露光条件の最適化に加え、イオ

ンシャワーエッチング等でバリを除去する必要があると考

えられる。電子ビームリソグラフィー装置では微小なパター

ンを作製し、薄膜温度計を作製することに成功した。しか

しながら、装置の仕様上の理由で基板のサイズが小さいと、

ハイトセンサが正常に動作しない場合があることが分かっ

た。今後は作製した電極付き基板上に微小結晶を固定し、

電気輸送特性の解明を行う。 
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